
情報セキュリティアドバイザリーボード 第３回 
議事要旨 

 

１．日時：平成 25年７月５日(金) 10:00～11:30 

 

２．場所：三田共用会議所 ３階Ａ会議室 

 

３．出席者： 

  【構成員】 

山口座長、林座長代理、飯塚構成員、岡村構成員、藤沢構成員、小野寺

顧問（代理出席 中尾氏） 

  【オブザーバー】 

    内閣官房情報セキュリティセンター 

  【総務省】 

    吉田政策統括官、渡辺審議官、小笠原情報流通振興課長、山碕情報セ

キュリティ対策室長、村上情報セキュリティ対策室調査官、平松情報セ

キュリティ対策室課長補佐 

 

４．議事要旨： 

（１）政府の情報セキュリティ政策の動きについて 

  政府の情報セキュリティ政策の動向（資料３－１）について、フリーディ

スカッションが行われた。 

  主な意見は以下の通り。 

   ・ 外交分野について、現在、国連関連で多くのプロジェクトが動いて

いるため、総務省・経済産業省・外務省の省庁間で連携して対応す

る必要がある。 

   ・ 現在推進している情報セキュリティ技術の効果的な運用を目指すた

め、利用者の情報リテラシーについても、産学官が連携して意識啓

発を行い、自律的な対応を促す必要がある。 

   ・ 通信事業者側による情報セキュリティ対策の可能性については、利

用者の同意の取り方や提供するサービス内容、その料金の有無など

も踏まえて、今後も引き続き検討すべき。 

 

（２）総務省の情報セキュリティ政策に関する課題について 

   総務省の情報セキュリティ政策に関する課題（資料３－２、３－３）に

ついて、フリーディスカッションが行われた。 

主な意見は以下の通り。 

   ・ 中小企業の情報セキュリティは、非常に重要な問題だが、そもそも

企業自身がその必要性を認識していないところが大きな問題。クラ

ウドサービスへの移行促進は、コストダウンにもつながり、インセ

ンティブとなるのではないか。 



   ・ 閣議決定等により、全省庁が協力して取り組むフレームワークが必

要。 

   ・ サプライチェーンにおけるセキュリティの強化は中小企業も関係し

てくるものであり、ガイドラインの策定等の検討が必要。 

   ・ 情報セキュリティのオーケストレーション（コンピュータシステム、

ミドルウェア、サービス、設定、管理の自動化）の可能性を念頭に、

ＩＳＰを最終的な受益者としたときの業界全体の構成の検討が必要。 

   ・ サプライチェーンの情報セキュリティについてはシステム監査も有

効。ワーキンググループの構成員について、監査法人系の人材の追

加を検討する必要がある。 

   ・ オーケストレーション的な考え方に関連して、自治体向けクラウド

サービス等に情報セキュリティ要件の追加を行えば、ＩＴ業界のセ

キュリティレベルの向上につながるのではないか。 

 

以上 


